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一般社団法人 奈良県建築士会について 

奈良県建築士会は、建築士法に基づき、建築士の社会

的地位の向上と建築文化の進展、そして建築専門家とし

ての社会貢献などを目的として、昭和 26年 11月に設立

されました。行政や各種団体と連携を図りながら、職能

を活かし地域に根ざした活動を展開しています。 

近年、建築に関係する分野でも、以下のような課題が

顕在化しています。 

・人口減少や住宅の老朽化による空き家の増加 

・毎年発生する水害や地震による被害の増大 

・高齢化の進展 

・既存ストックとしての歴史的建築物の活用 

・景観の保全と調和 

これらの課題に対して積極的に活動を進めていきたいと

考えています。（ホームページより抜粋） 

建築士をはじめ、ゼネコン・中小工務店から、都市計画

の専門家等、あらゆる業種の優秀な会員が集まっていま

す。 

情報誌『士会奈良』の表紙では「奈良の駅シリーズ」と

して万葉まほろば線の駅舎を連載されています。 

明治期に建設された駅舎の魅力を再発見していただ

き、駅舎のデザイン上の発見・再発見、駅舎の活用、駅

を基点としたまちづくりを紹介しています。 

 

今回、天理駅を取り上げられました。 

◎天理駅の沿革 

・明治 31年：奈良鉄道「丹波市駅」として開業 

・明治 38年：関西鉄道の駅舎となる 

・大正 4年：天理軽便鉄道（現・近鉄）の天理駅が開業 

・昭和 40年：国鉄線の高架化に伴い駅を移転。天理駅

に改称され、近鉄と統合。（右写真 旧国鉄天理市駅） 

◎天理駅前広場  

・平成 29年（2017）、天理駅前広場に「コフフン」が完

成しました。古墳をモチーフにしたデザインで、主構造

物にはプレキャストコンクリート（PC）造が採用されて

います。 

当初の天理駅の様子 

 昭和 40年（1965）旧国鉄天理市駅構

内・国鉄天理本通り跨線橋より 
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